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概  要 

 

原料坏土中にアルカリ成分を通常の磁器製品よりも多く含ませることで、素

焼きや施釉工程を行わず、一度の焼成で表面に光沢を持つセルフグレーズ化磁

器の製造技術の開発及び製品化に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のセルフグレーズ技術（パリアン磁器等）は表面の光沢化と焼成時の軟

化変形の制御が難しく、窯の中の温度を管理する必要があった。そのため量産

化は難しかった。本研究では、焼成変形をある程度抑制するとともにローラー

マシンおよび圧力鋳込み成形法で作製可能なセルフグレーズ化磁器坏土の調

合を見出した。 

本技術の 

有用性 

開発したセルフグレーズ化技術は、従来の本焼成の焼成条件が適用可能であ

り、焼成工程の簡略化（素焼き工程が不要）によるエネルギーコスト削減が可

能である。加えて、施釉では難しい明瞭なレリーフ表現等の従来と異なる質感

を表現することが可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

図 本研究開発で試作したセルフグレーズ化製品のサンプル 

適用可能製品 
飲食器類またはランプシェードなどの装飾品 
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